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C O N T E N T S
　■６月は環境月間です

　■地上デジタル放送の準備をお早めに！

　■お知らせ information

　■「町長だより」の刊行に寄せて／まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■町政ピックアップニュース

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー　

安達藤九郎盛長神社祭典相撲大会
～子どもたちが元気に　はっけよ～いのこった～



広報しらはま６月号　�

６月は環境月間です
～６月 5 日は白浜町環境の日～

　６月は環境月間です。
　これは、１９７２年にストックホルムで開催された「国際人間環境会議」を記
念して定められたものです。
　国連では、日本の提案を受けて６月 5 日を「世界環境デー」と定めており、日
本では環境基本法において６月５日を「環境の日」とし、白浜町も同じくこの日
を「環境の日」、6 月を「環境月間」と定めています。
　白浜町では環境月間にあわせてさまざまな行事を行います。

　　　　　　　問役場生活環境課　☎４３－６５８６

■第１４回ごみと環境フェア開催
　ごみ問題や環境問題の現況と、今後の取り組みにつ
いて資料を展示するなどしていますので、ぜひ、お越
しください。
　●日時　６月６日（日）午前９時～午後４時
　　　　　６月７日（月）午前９時～午後３時
　●場所　町立体育館（十九渕）
　●内容　下水道・し尿処理施設のしくみ
　　　　　紙パックからつくるはがき作成体験
　　　　　石鹸製品展示と販売・絵画展　など
　●主催　ごみと環境フェア実行委員会

■海や川の一斉清掃
　　町民みんなの力で、海や川をきれいにしましょう。
　皆さまのご協力をお願いします。
　●日　時
　　６月１９日（土）午前６時～
　※雨天の場合は順延。翌日も雨天の場合は中止
　※今年度に関しては、一斉清掃は１回のみ

■環境パトロール
　６月中に実施します。
　町内の不法投棄現場について、白浜警察署・田辺
保健所・白浜町が連携してパトロールを行います。

■平成２１年度 環境保全ポスターの表彰
　３５４点の応募があり、全ての作品を「ごみと環境
フェア」会場で展示しました。
　特賞に選ばれた小学生２人と中学生 1 人に環境を
考える講演会会場で表彰を行いました。
●特賞受賞者（敬称略）
　浦

うら

本
もと

　実
み

結
ゆ

（日置小２年）
　安

やす

田
だ

　夏
なつ

己
き

（北富田小５年）
　平

ひら

尾
お

　有
ゆう

輝
き

（白浜中３年）
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流しっぱなしの洗い
ものはやめましょう。
洗う前に水につけて
おいたりすると、使
用する水の量が少な
くてすみます。 お湯を沸かす場合は、水

からでなく、給湯器のお
湯を沸かすようにしま
しょう。

給湯器はエネルギー効率が高い

食器を洗う場合は、湯沸し器を低温に洗い物は、ため洗いを

室温は２８℃に

冷 房 時 の 室 温 は、
28℃にしましょう。

家族が同じ部屋で過ごし、冷暖房
と照明の利用を２割削減 待機電力を５０％削減

テレビを見る時間を１日１

時間減らしましょう

 キッチン編

 リビング編

削減しよう！温室効果ガス（ＣＯ 2）

～白浜町の削減目標数値は５％～

　地球温暖化を防止するため、２００５年２月に発効した「京都議定書」では、日本は温室効果ガス（ＣＯ 2）を６％

削減することを約束しており、白浜町地球温暖化防止実施計画では５％の削減を目標としています。

　皆さんも、毎日のくらしの中で、ＣＯ 2 を減らす工夫をしてみませんか。

　ほかにも、日々の生活の中で工夫できることはたくさんあります。

　環境月間をひとつの機会として、地球にやさしい生活を実践してみませんか。

主電源を切り、長時間使わない時
は、コンセントを抜きましょう。
CO2 の削減   約 60kg/ 年
節 約 金 額     約 3,400 円 / 年

見たい番組だけ選んで見る
ようにしましょう。
CO2 の削減  約 14kg/ 年
節 約 金 額    約 800 円 / 年

家族が別々の部屋で過ごすと、
冷暖房や照明も余計に必要です。
CO2 の削減  約 238kg/ 年
節 約 金 額    約 10,400 円 / 年

設定温度を 40℃から 38℃に
し、1 日 2 回手洗いした場合。
CO2 の削減  約 20kg/ 年
節 約 金 額    約 1,360 円 / 年
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
を
お
早
め
に
！

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
通
常
の
放
送
が
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
６
月
末
に
終
了
し
、
７
月
１
日
か
ら

の
放
送
終
了
の
お
知
ら
せ
画
面
の
表
示
を
経
て
、
７
月

24
日
正
午
に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了
（
完
全
停
波
）
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め
の
準
備
を
完
了
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
　
　

を
視
聴
す
る
に
は

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ

レ
ビ
に
買
い
換
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
い
足
す

※
①
②
の
場
合
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン

テ
ナ
が
新
た
に
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。

③
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

※
③
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
白
浜

町
に
お
い
て
検
討
中
で
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で

テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
方

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
施
設
改

修
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
ビ
ル

陰
等
を
原
因
と
す
る
受
信
障
害
対

策
共
聴
施
設
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の

方
は
、
受
信
障
害
が
解
消
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
自
宅
に
Ｕ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

受
信
可
能
と

な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

地上デジタル放送化への助成金制度のお知らせ

　総務省では、ビル陰等の受信障害対策用の共同受信施設やアパート・マンション等の共同受信施

設における地上デジタル放送対応を促進するため、次のような助成金制度を設けています。

②アパート・マンション等の共同受信施設

　・助成対象　共同受信施設のデジタル化改修
　　　　　　　に係る経費
　・助成額　　最大で２分の１
　・申請受付　８月３１日まで

①ビル陰等の受信障害対策共同受信施設

　・助成対象　受信障害対策共同施設のデ　　
　　　　　　　ジタル化改修に係る経費
　・助成額　　２分の１
　・申請受付　７月３０日まで

◆助成を受けるには改修工事を実施する前に申請が必要です。

問デジサポ和歌山助成金相談窓口☎０７３－４２６－２６７５

　

こ
れ
ら
の
地
デ
ジ
の
準
備
に
あ
た
り
、「
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
や
「
テ
レ
ビ

を
買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な
い
」

と
い
う
方
に
は
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
デ
ジ
サ
ポ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
活
用
く
だ
さ
い
（
平
成
22
年
12
月
末
ま
で

に
購
入
さ
れ
た
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
４
☆
以
上
の
製

品
が
対
象
）。
こ
の
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
ア
ン
テ
ナ
工

事
に
も
利
用
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
電
器
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
平
成
23
年
７
月
24

日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
務
省
地

デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０
ー
０
７
ー
０
１
０
１

　
（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
、
右
記
番
号
で
つ
な
が
ら
な
い
場

合
は
☎
０
３
ー
４
３
３
４
ー
１
１
１
１
）

　

和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ

サ
ポ
和
歌
山
）　

☎
０
７
３
ー
４
２
６
ー
２
６
７
５
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，６２７人
　　　　　　（先月比　＋２７人）

　　　　男　　１１，０１４人
　　　　　　（先月比　＋　７人）

　　　　女　　１２，６１３人
　　　　　　（先月比　＋２０人）

　世帯数　　１１，０９６世帯
　　　　　　（先月比＋４７世帯）

※平成２２年５月１日現在

有料広告

　

白
浜
町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
、
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
交
付
手
数

料
（
５
０
０
円
）
を
無
料
で
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
と
は
、
そ
の
方
の

住
民
票
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
お
よ

び
住
民
票
コ
ー
ド
等
が
記
録
さ
れ

た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、
顔
写
真
付
き

と
顔
写
真
な
し
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
、
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
の

場
合
は
、
こ
れ
一
枚
で
公
的
な
身

分
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
る
た

め
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

を
お
持
ち
で
な
い
方
に
も
た
い
へ

ん
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証

明
書
を
登
録
す
る
と
（
登
録
手
数

料
５
０
０
円
）、
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
、
国
税
の
電
子
申
告
・
納

税
（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
機
関
へ
申
請
・
届
出
が

で
き
ま
す
。

◆
交
付
資
格

　

白
浜
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方

◆
申
請
場
所

・
役
場
民
生
課
住
民
係

・
日
置
川
事
務
所
住
民
窓
口
係

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
認
印

②
申
請
時
に
本
人
確
認
が
必
要
で

す
。
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
顔
写
真
の
載
っ
た
本
人
確
認

で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
運
転
免
許
証
等
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
照
会
書
を
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
後
日
、
ご

持
参
い
だ
た
き
本
人
確
認
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
本
人
写
真
１
枚
（
縦
45
㎜
・
横

35
㎜
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

正
面
・
無
帽
・
無
背
景
の
も
の
）

※
「
写
真
付
き
」
を
申
請
す
る
場
合
の
み

◆
カ
ー
ド
の
交
付

　

申
請
か
ら
３
週
間
程
度

◆
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

　

発
行
の
日
か
ら
10
年
間

問
役
場
民
生
課
住
民
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

子
ど
も
手
当
は
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
６
月
中
に
養
育
状
況

（
６
月
１
日
現
在
）
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、
現
況
届
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
者
に
は

５
月
末
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

も
し
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
引
き
続
い
て
６
月
分
以
降
の

支
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
先

　

役
場
民
生
課
住
民
係
・
富
田
事

務
所
・
日
置
川
事
務
所
・
椿
出
張
所
・

安
居
出
張
所
・
市
鹿
野
出
張
所

問
役
場
民
生
課
住
民
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

有料広告募集中！
広報しらはま・白浜町ホームページに

広告を掲載しませんか？
    広告料・広報しらはま        5,000 円／月
　　　    ・町ホームページ 10,000 円／月
　　　　　　　　　　　　   3,000 円／月
■詳しくは役場総務課広報担当まで

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
交
付
手
数
料
が
無
料

住
基
カ
ー
ド
は
お
持
ち
で
す
か
？

有料広告募集中
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お知らせ INFORMATION

白
浜
町
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集

　

白
浜
町
民
プ
ー
ル
の
監
視
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
資
格

　

町
内
在
住
の
方
で
、
健
康
で
水

泳
に
自
信
の
あ
る
方
。

（
高
校
生
に
つ
い
て
は
学
校
長
の

ア
ル
バ
イ
ト
許
可
を
得
た
方
）

◆
募
集
人
員　

４
人
程
度

◆
提
出
書
類

　

①
履
歴
書
（
写
真
付
き
）

　

②
健
康
診
断
書

　
　
　
　
　
（
採
用
決
定
者
の
み
）

　

③
ア
ル
バ
イ
ト
許
可
証

　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
に
限
る
）

◆
募
集
締
切
日

　

６
月
25
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
は
受
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

◆
業
務
内
容

　

遊
泳
者
の
監

視
、
プ
ー
ル
内

外
の
清
掃

◆
期
間

　

７
月
21
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

８
月
31
日
（
火
）

◆
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昼
食
持
参
）

◆
休
日　

週
１
日

◆
賃
金
（
日
額
）

　

大
学
生
以
上　

６
，
１
０
０
円

　

高
校
生　
　
　

５
，
８
０
０
円

問
役
場
観
光
課
公
園
施
設
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

商
品
券
を
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

平
成
19
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い

る
事
業
で
、
南
紀
白
浜
ー
東
京

（
羽
田
）
便
を
利
用
さ
れ
た
方
々

に
対
し
て
、
対
象
の
搭
乗
券
（
半

券
）
で
地
域
商
品

券
（
片
道
に
つ
き

１
，
０
０
０
円
分
）

を
交
付
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　

和
歌
山
県
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

◆
対
象
期
間

　

平
成
23
年
３
月
ま
で

◆
地
域
商
品
券
が
交
付
さ
れ
る
券
種

　

特
便
割
引
３
（
Ｆ
Ｘ
）

　

大
人
普
通
運
賃
（
Ｏ
Ｗ
）

　

往
復
割
引
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ
）

　

ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
６
（
Ｃ
Ｔ
Ｊ
）

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
ビ
ジ
ネ
ス
き
っ
ぷ（
Ｂ
Ｋ
）

　

シ
ル
バ
ー
割
引
（
Ｗ
Ｓ
）

　

身
体
障
が
い
者
割
引
（
Ｈ
Ｆ
）

　

介
護
帰
省
割
引
（
Ｎ
Ｆ
）

※
格
安
航
空
券
や
パ
ッ
ク
商
品
は
対

象
外
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
地
域
商
品
券
交
付
窓
口

・
役
場
観
光
課

・
日
置
川
事
務
所

・
白
浜
町
商
工
会

・
日
置
川
町
商
工
会

問
役
場
観
光
課
観
光
商
工
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
を

　
　
　
「
商
工
会
商
品
券
」
に

　

白
浜
町
商
工
会
お
よ
び
日
置
川

町
商
工
会
で
は
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

交
換
商
品
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
「
白

浜
町
商
工
会
商
品
券
」「
日
置
川

地
域
商
品
券
」を
登
録
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
商
品
を
購

入
さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
「
白
浜
町
商

工
会
商
品
券
」
ま
た
は
「
日
置
川
地

域
商
品
券
」
に
交
換
く
だ
さ
い
。

問
白
浜
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
４
２
ー
４
６
８
６

　

日
置
川
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
３
５
９
２

「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」
強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す

　

い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
、

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の

人
権
に
関
わ
る
す
べ
て
の
問
題
に

つ
い
て
、
子
ど
も
人
権
委
員
が
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
子
ど
も
人

権
委
員
と
直
接
会
っ
て
相
談
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

◆
期
間

　

６
月
28
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

７
月
４
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
た
だ
し
、
土
、
日
曜
日
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時
）

※
７
月
５
日
（
月
）
以
降
も
、
月

～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
。
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
ま

で
電
話
に
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

休
日
お
よ
び
夜
間
は
留
守
番
電

話
に
な
り
ま
す
。

問
和
歌
山
県
子
ど
も
人
権
委
員
会

☎
０
１
２
０
ー
０
０
７
ー
１
１
０

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
内
人
権
擁

護
委
員
室

☎
０
７
３
ー
４
２
５
ー
２
７
０
４

労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
る
事

業
主
の
皆
さ
ま
へ

～
平
成
22
年
度
の
労
働
保
険
料

の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
を
～

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、

労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の

保
険
で
す
。

　

労
働
保
険
の
保
険
料
は
、
年
度

当
初
に
概
算
保
険
で
申
告
・
納
付

し
、
翌
年
度
の
当
初
に
確
定
申
告

の
上
、
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
健
康
被

害
救
済
の
た
め
の「
一
般
拠
出
金
」

の
申
告
・
納
付
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
の
で
、
併
せ
て
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
期
間

　

６
月
１
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
　
　

７
月
12
日（
月
）

◆
場
所

・
最
寄
り
の
労
働
保
険
受
付
会
場

・
労
働
基
準
監
督
署

・
和
歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

問
和
歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
徴
収
室

☎
０
７
３
ー
４
８
８
ー
１
１
０
２
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お知らせ INFORMATION

今年のサマージャンボ
宝くじは億万長者が１３２人

発売期間は７月７日（水）～３０日（金）

この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
へ

　

交
通
事
故
の
態
様
が
複
雑
化

し
、
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
方
の

た
め
に
全
国
に
「
自
動
車
保
険
請

求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
な

ら
び
に
任
意
自
動
車

保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員

が
無
料
で
相
談
を
受

付
け
し
ま
す
。

◆
日
時

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
12
時

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

※
来
訪
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
和
歌
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
ー
４
３
１
ー
６
２
９
０

６
月
は
、
来
日
外
国
人
犯
罪
対
策

お
よ
び
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防

止
の
た
め
の
活
動
強
化
月
間

～
和
歌
山
か
ら

　
　
　

不
法
滞
在
者
を
な
く
そ
う
～

　

わ
が
国
の
不
法
滞
在
者
は
、
約

10
万
５
千
人
～
11
万
４
千
人
（
平

成
22
年
１
月
１
日
現
在
）
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
滞
在
者
の
中
に
は
、
犯
罪

に
手
を
染
め
る
者
も
あ
り
、
警
察

で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、不
法
滞
在
者
の
摘
発
の
ほ
か
、

不
法
滞
在
外
国
人
を
雇
用
す
る
悪

質
な
事
業
主
な
ど
の
取
り
締
ま
り

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
し
て

い
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
ら
、

ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
交
番
、

駐
在
所
、
警
察
署
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
白
浜
警
察
署

　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
１
０

平
成
22
年
度
国
家
公
務
員
採
用

Ⅲ
種
試
験
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
度
の
国
家
公
務
員
採

用
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）

の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
職
種

　

行
政
事
務
・
税
務
・
土
木
・
農

業
土
木
・
林
業

◆
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方◆
申
込
受
付
期
間

　

６
月
22
日
（
火
）
～
29
日
（
火
）

◆
第
１
次
試
験
日

　

９
月
５
日
（
日
）

◆
試
験
地

　

和
歌
山
市
・
田
辺
市
・
京
都
市
・

福
知
山
市
・
大
阪
市
・
神
戸
市
・

奈
良
市

問
人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
係

☎
０
６
ー
４
７
９
６
ー
２
１
９
１

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
.jinji.go.jp/kinki/

）

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
６
月
14
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
６
月
16
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
川
添
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
定
期
相
談　

６
月
14
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
巡
回
相
談　

６
月
28
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
町
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

【
日
置
川
地
区
】

◇
定
期
相
談　

６
月
10
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
川
添
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
６
月
８
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
６
月
23
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課

　
　
　
　
　

☎
２
６
ー
７
９
４
７
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　私は、先日瀬戸地区にある安達藤九郎盛長神社
の例大祭で久しぶりに奉納相撲を見せてもらいま
した。　
　子どもから大人まで大勢の人が集まり相撲を
とっていました。円という神聖な土俵の上で塩を
まき清め、身体の大小を問わず裸と裸がぶつかり
合う、それはお互いの力比べであり、命と命のぶ
つかり合いです。もう芸術以外の何ものでもなく、
感動そのものです。相（あい）撲（う）つ姿＝相
撲の姿には、感動せずにはおれませんでした。
　私は、「なぜ、こうも感動するのか？」と、つ
くづく瀬戸の海に浮かぶ円月島を眺めながら考え
ました。何も持たない素手と素足と素裸で一所
懸命に取り組む相撲の姿に感動したのだと思いま
す。素人であっても一所懸命に相手を撲つ姿に感
動したのです。その感動は、地域の人々が、一つ
の所で懸命に生きて、先祖から長い間受け継が

れてきた地域の伝統を
守る姿と重なり、より
深い感動を与えてくだ
さったと思います。　
　その土地に生きる人
自身が自分たちの地域
を守る活動は、瀬戸地
区に限らず白浜町内全地域で見ることができます。
　私は町政を担う者として、その地域を守る活動
を今後とも強く支援したいと思います。地域の皆
さまからいただいた感動を、今度は町政の場に生
かしていき、感動する町政を築いていきたいと思
います。そのためには「素を大切にして虚

きょ

心
しん

坦
たん

懐
かい

な気持ちで町政に取り組むことが大切である」と、
奉納相撲を通して教えていただきました。　町職
員共々、頑張りますのでどうぞよろしくお願い申
し上げます。

ＡＬＴにコスゲ・ヨシアキさんが着任

　小中学生の国際感覚と外国語能力向上のために導入されているＡＬＴ
（外国語指導助手）制度。前任のスタントン・カーパナさん（米国：ハワ

イ州出身）に代わり、４月からコスゲ・ヨシアキさん（ニュージーランド：

クライストチャーチ出身）が白浜町教育委員会に着任されました。
　日置川地域の学校を中心に活躍していただいているマイケル・ウィダ
シャイムさんとともに、白浜地域を中心に活動していただきます。

皆さん、こんにちは！コスゲ・ヨシアキです。気軽に「ヨシ」
と呼んでください。ニュージーランドのクライストチャーチ出
身で、カンタベリー大学を卒業しました。サッカーをするのが
大好きで、１０歳からずっと親しんできました。大学時代に日
本語を学び始め、日本の文化や言葉に興味を持ち、今回の来日
となりました。日本でたくさんの方と友達になりたいと思って
いますので、町で私を見かけたら気軽に声をかけてくださいね。

「町長だより」の刊行に寄せて

　前略、町民の皆さまにおかれましては、ご健勝のこととお喜び申し上げます。さて、この度、「町長だより」
と称しまして『広報しらはま』で、私、水本雄三の町政に対する所感をお伝えすることになりました。どう
かご愛読くださいますようお願いします。

奉納相撲を通して教えていただいたこと
VOL．１

角大八郎さん（元小結千代天山）と

町 長 だ よ り町 長 だ よ り
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　友好都市・大韓民国果川市より実務協議団が４月１３日から１６日にかけて来町され、来年１月に実施が決定して
いる果川市高校生の語学研修受け入れと今後の交流事業について意見交換を行いました。

　果川市から教育支援課の金課長ほか３名の職員が来町され、滞在期間
中、語学研修の受け入れ先となる白浜中学校や田辺高等学校、日置川地域
の体験メニュー等を視察し、関係者と協議を行いました。
　また、今年度は果川市職員の派遣受け入れや果川市への公式訪問、ハ
ンマダンフェスティバルへの町内文化芸術団体の派遣等、本格的な交流
事業が計画されており、今後は民間も含めた幅広い交流に発展させてい
くことを約束しました。

友好都市・大韓民国果川市実務協議団来町
～果川市高校生語学研修の受け入れと今後の交流事業について意見交換～

川添茶の一番茶初摘み
　川添地区では、地区の特産物である川添茶の一番茶初摘みが４月２１
日、昨年より１日早く行われ、いよいよ茶摘みの季節が始まりました。
　川添地域の茶栽培の歴史は古く、１６００年頃から長年にわたってお
茶が栽培されてきました。
　川添茶は、高い製茶技術と生育環境に恵まれ、「水色」はうすくともしっ
かりと「旨味」と「おいしさ」のあるのが魅力のひとつです。

いよいよ夏！本州一番の海開き
　５月３日、白良浜海水浴場で本州でもっとも早い海開きのイベントが
開催されました。当日は、まさに夏を感じさせる晴天に恵まれ、多くの
観光客で賑わいました。
　恒例となった地元住民、観光客による一斉清掃のあと、神事式典、初
泳ぎが行われました。
　そのほかにもライフセーバーのデモンストレーションやフラダンスが
披露され、５，０００人が一足早い夏を満喫しました。

２０１５和歌山に夢と感動が帰ってくる
～和歌山国体募金箱を

　　　白浜町役場・富田事務所・日置川事務所に設置～

　平成２７年に和歌山県で開催される第７０回国民体育大会・第１５回全
国障害者スポーツ大会は、さまざまなスポーツへの関わりを通じて、人々
の交流・連帯感などが育まれるとともに、地域への誇りや郷土愛が醸成され、
活気に満ちたひとづくりや地域づくりに繋がることが期待されています。
　このような趣旨から、より多くの皆さまに大会を支えていただく取り組みとして、募金活動を実施させていただき、
花いっぱい運動等の県民運動やボランタリー活動などの運営経費として活用させていただきたいと考えております。
　皆さまのご協力をよろしくお願いします。
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

　

こ
れ
か
ら
の
梅
雨
の
時
期
、
湿
度
が
上
が
り
、
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
食
中
毒
は
多
く
の
場
合
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る

菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
つ
い
た
も
の
を
飲
食
す
る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
起
こ
る
食
中
毒
は
、
食
品
な
ど
に

菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
い
な
い
か
、
い
て
も
食
中
毒
を
起
こ
す
量
ま
で
に
増
え

て
い
な
け
れ
ば
発
症
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
家
庭
で
注
意
し
、
食
中
毒
の
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
に
気
を
つ
け
よ
う
！

～
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
～

１
．
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
つ
け
な
い

　

手
、
食
品
、
調
理
器
具
は
し
っ

か
り
と
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
菌
が
つ
か
な
い
よ
う

に
食
品
は
ふ
た
や
ラ
ッ
プ
で
き
れ

い
に
覆
い
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
増
や
さ
な
い

　

常
温
で
保
存
せ
ず
、
冷
蔵
庫
で

保
存
し
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
食
べ

な
い
料
理
は
、
冷
ま
し
て
冷
蔵
庫

へ
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
菌
の

繁
殖
を
防
ぐ
た
め
に
、
冷
蔵
庫
は

10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は―

15
℃
以

下
を
目
安
に
保
存
し
、
詰
め
過
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
菌
や
ウ
イ
ル
ス
を
殺
菌
す
る

　

食
品
を
よ
く
洗
い
、
し
っ
か
り

と
食
品
の
内
部
ま
で
火
を
通
し
、

中
心
部
を
75
℃
で
１
分
間
以
上
を

目
安
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。        

　

調
理
器
具
は
こ
ま
め
に
洗
い
、

定
期
的
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

～
手
洗
い
を
忘
れ
ず
に
～

　

調
理
前
、
食
事
前
、
肉
、
魚
、
卵

の
調
理
前
後
、動
物
を
さ
わ
っ
た
後
、

ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
、
オ
ム
ツ
交
換

し
た
後
、
鼻
を
か
ん
だ
後
な
ど
は
必

ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

（
手
の
洗
い
方
）

　

指
輪
や
時
計
を
は
ず
す
→
石
け

ん
を
泡
立
て
て
30
秒
以
上
も
み
洗

い
す
る
→
指
の
つ
け
根
、
親
指
、

指
先
や
つ
め
の
間
を
よ
く
洗
う
→

流
水
で
十
分
に
す

す
ぎ
、
乾
い
た
清

潔
な
タ
オ
ル
で
ふ

き
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
注
意
し
、

心
が
け
、
家
族
み
ん
な
で
食
中
毒

予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、子
ど
も
や
高
齢
者
の
場
合
、

抵
抗
力
が
弱
く
、
少
量
の
菌
で
も
重

症
化
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
が
い
る
家
庭

で
は
、
同
じ
も
の
を
食
べ
て
も
健
康

な
大
人
は
何
で
も
な
い
の
に
子
ど

も
や
高
齢
者
だ
け
に
食
中
毒
の
症

状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
食
事
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

少
し
で
も
、
体
調
に
変
化
が
あ

れ
ば
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

　６月１６日（水） 13：00 ～ 13：10

 中央保健センター

 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 19 年 11 月生

　６月１７日（木） 12：00 ～ 12：10
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 7 月生

　６月１８日（金） 12：00 ～ 12：10
 １歳６か月児健診

（ 白浜地域 ）平成 20 年 11 月生

　６月２２日（火） 12：00 ～ 12：10
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 2 月生

　６月２３日（水） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館
 ４か月・１０か月児健診
 ( 日置川地域 ) 平成 22 年 1・2 月生
                     平成 21 年 7・8 月生

予防接種

　６月　２日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＭＲ予防接種

　６月　３日（木） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館  ＭＲ予防接種

　６月　４日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＭＲ予防接種

　６月　７日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＭＲ予防接種

　６月１１日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＭＲ予防接種

　６月２１日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
　６月１４日（月）

※次回７月５日
  9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日  13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動 毎月第１日曜日
 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地 区に設
 定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室 　６月　２日（水） 10：00 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応じます
 のでお気軽にお越しください。

胸部検診
　６月２９日（火）
　７月　１日（木）
　７月　２日（金）

 胸部レントゲン検診車が日置川地域の各地区を巡回します。
 対象は１９歳以上の方で、詳しい日程等については、新聞折り込みでお知らせします。
 （６５歳以上の方には、個人通知）
 この機会にぜひ受診されますようおすすめします。

6
月
の
予
定
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　地域福祉活動計画策定にともなう

　　アンケート調査にご協力お願いします！
　

　白浜町社会福祉協議会では、地域に住む誰もが安心して生活を継続でき、いつまでもこの地域で住み続けられ
る、「ともに生き、ともに支え合う福祉のまちづくり」を目指して活動を進めておりますが、このたび「福祉の
まちづくり」の具体的計画として、新たな「地域福祉活動計画」の策定を進めることとなりました。
　つきましては、地域福祉活動計画策定の参考とさせていただくための、アンケート調査を実施することと致し
ました。
　

　福祉委員さんからお配りいただきますので、上記アンケートが届いた方はご協力をお願いします。記入後は福
祉委員さんにお渡しいただけますようお願いします。

　

〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp
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※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

6/7 司法書士 本部事務所

6/14 人　　権 本部事務所

6/21 弁 護 士 本部事務所

6/28 多重債務 青少年研修センター

7/5 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込みは、各支部事務所まで。

なお、1人約 15分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

6/4 弁 護 士 高齢者生活福祉センター   

6/9 一　　般 み　ま　い　荘 

6/16 人　　権 川添山村活性化支援センター  

6/23 一　　般 高齢者生活福祉センター  

7/2 弁 護 士 み　ま　い　荘  

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13時 30分から 16時
　　　　　　　　(当日受付は 15時まで )

　

東
白
浜　
　
　

正 

木　

四 

郎　
　

様

　

東
白
浜　
　
　

常 

道　

正 

義　
　

様

　

富　

田　
　
　

溝 

端　

一 

之　
　

様

　

市
鹿
野　
　
　

和 

田　
　

健　
　

 

様

　

安　

宅　
　
　

場 

谷　

雪 

久　
　

様

　

大　

古　
　
　

愛
の
会
和
歌
山　

　
　
　
　
　
　
　

  

代 

表　

林 

丈
嗣  

様

　　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
4
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　

福
祉
委
員
会
議
開
催
中
！

　　

５
月
中
旬
よ
り
各
地
区
で
福
祉
委
員
会
議

を
開
催
し
、
福
祉
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
や
、
意
見
交
換
の
機
会
を
持
た
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
委
員
は
地
域
の
つ
な
ぎ
役
、
見
守
り

役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動

を
通
じ
て
、
地
域

で
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
が
少
し

づ
つ
広
が
っ
て
い

ま
す
。

◎多重債務相談も受け付けています。

広がる地域での認知症支援の輪

　　　　やすらぎ支援員活動報告
　介護により家族が疲弊してしまい、その結果虐待な
どが起きてしまうことが町内においても現実として起
こっています。社協では、平成 20 年度より認知症高
齢者を介護する家族に代わり、研修を受けた住民が「や
すらぎ支援員」として、話し合い手や見守りを行う「や
すらぎ支援事業」を実施しています。平成 21 年度は、
17 人の利用者に対して 15 人の支援員が活動しまし
た。支援員活動は、家族に代わって話し相手を行うこ
とが基本ですが、家族の方の悩みや話を聞くことが介
護されているご家族、ひいては利用者本人の「やすら
ぎ」につながることもあります。また、地域の方が支
援員として訪問することで、支援員活動以外のときに
も声を掛け合ったり、近隣の住民に認知症について理
解のある支援員が説明をすることで、他の住民も関わ
りを持つきっかけが生まれてきています。これまで気
にはなっていたけど、それとなく見守るだけで関わり
を持てなかった人たちの背中を押すことにもつながっ
ていくかもしれません。そんな可能性をたくさん秘め
たやすらぎ支援員活動が少しづつ広がっています。

　社会福祉協議会を活用してください！

　　白浜町社会福祉協議会白浜本部事務所が白浜町役場
　横から現事務所に移転してから６月８日で１年を迎え
　ます。まだ移転をご存知ない方や馴染みに感じていた
　だくまでは時間がかかると思いますが、少しでも親し
　みを持っていただきたく、本部事務所の様々な活用方
　法を紹介します。

多目的ホール、会議室等
　会議や交流会、学習会など
様々な活動にご利用いただ
けます。

グランドゴルフ場
　グランドゴルフやその他ス
ポーツ、ピクニックなど。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

　
『
田
野
井
用
水
』（
場
所 

日
置
地
区
田
野
井
）

　

寛
政
の
終
わ
り
頃
、
田
野
井
村

に
田
井
為
助
と
い
う
庄
屋
が
い

た
。
為
助
は
、
旱か

ん

魃ば
つ

に
悩
ま
さ
れ

る
村
を
、
救
う
方
法
は
な
い
か
と

常
々
考
え
て
い
た
。

　

十
数
年
前
に
日
本
を
襲
っ
た
天

明
の
大
飢
饉
で
、田
野
井
村
で
も
、

飢
え
死
に
し
て
い
く
人
々
が
続
出

し
た
の
だ
っ
た
。

　

目
の
前
を
水
量
豊
か
に
流
れ
る

日
置
川
の
川
床
が
低
い
た
め
に
、

川
の
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
こ
れ
を
我
が
村
に
引
き

込
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

為
助
は
、
白
い
紙
を
と
り
つ
け

た
同
じ
長
さ
の
竹
竿
を
、
並
べ
立

て
る
な
ど
、
様
々
の
方
法
で
、
日

置
川
と
畑
地
の
高
低
差
を
測
り
、

綿
密
な
計
画
を
た
て
た
。

　

丁
度
一
年
前
、
上
流
の
安
居
村

で
も
、
同
じ
こ
と
を
考
え
た
鈴
木

七
右
衛
門
が
、
す
で
に
水
確
保
の

工
事
を
始
め
て
い
た
こ
と
も
、
為

助
に
勇
気
を
与
え
た
。

　
「
安
居
で
は
、
金
毘
羅
山
を
貫

く
暗
渠
を
掘
る
と
い
う
難
し
い
工

事
だ
。
我
が
村
は
、
十
町
の
用
水

路
を
通
す
だ
け
で
い
い
の
だ
。

　

私
財
を
投
げ
出
す
覚
悟
の
為
助

に
、
説
得
さ
れ
た
村
人
の
承
諾
を

得
て
、す
さ
み
代
官
所
に
願
い
出
、

寛
政
十
二
年
に
着
工
し
た
。

　

為
助
の
測
量
で
定
め
ら
れ
た
取

水
場
所
、
口
ケ
谷
に
堰
を
造
り
、

石
と
粘
土
で
用
水
路
が
掘
り
固
め

ら
れ
て
い
っ
た
。

　

全
村
百
十
戸
、
四
百
五
十
人
の

村
人
総
出
の
大
工
事
は
、
一
年
後

完
成
し
、

「
田
野
井
田
ど
こ
ろ
米
麦
ど
こ
ろ
、

娘
や
り
た
や
婿
ほ
し
や
」
と
唄
わ

れ
る
ほ
ど
の
村
に
な
っ
た
。

（
Ｋ
・
Ｄ
）

　

白
浜
町
美
術
家
協
会
は
第
21
回

協
会
展
を
、
４
月
23
日
か
ら
25
日
の

３
日
間
に
わ
た
り
町
立
総
合
体
育

館
小
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
展
数
は
、
書
９
点
、
絵
画
10

点
、
写
真
５
点
、
工
芸
17
点
、
彫

塑
５
点
、
華
道
４
点
の
作
品
50
点

が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
ば
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
目

に
し
た
来
場
者
の
方
々
は
、
時
を

忘
れ
た
か
の
よ
う
に
立
ち
ど
ま
り

　
「
趣
味
の
作
品
展
」
は
、
昭
和

45
年
に
、
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
「
天

狗
ク
ラ
ブ
」
と
当
時
の
公
民
館
が

共
催
で
ス
タ
ー
ト
し
、
白
浜
町
の

文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
今
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
、

記
念
す
べ
き
第
40
回
と
い
う
節
目

を
迎
え
、
最
後
の
展
示
と
な
り
ま

し
た
。

　

白
浜
天
狗
ク
ラ
ブ
北き

た

山や
ま

会
長
を

は
じ
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
長

い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
の
作
品
展
に
は
、切
り
絵
、

盆
景
、
ち
ぎ
り
絵
、
紀
州
て
ま

り
、
木
彫
り
、
木
版
画
な
ど
多
種

に
わ
た
り
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
の
上
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時

　

６
月
11
日
（
金
）
～
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
13
日
は
午
後
４
時
ま
で

◆
開
催
場
所

　

白
浜
町
中
央
公
民
館　

集
会
室 

鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
間
で
４
４
７
人
と
多
く
の

方
々
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

 

第
40
回
趣
味
の
作
品
展

　
「
さ
ざ
な
み
学
級
」
５
月
例
会

が
５
月
７
日
に
、
白
浜
町
消
防
庁

舎
と
南
方
熊
楠
顕
彰
館
を
視
察
し

ま
し
た
。
学
級
生
36
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
新
し
い
消
防
庁
舎
に
興

味
が
あ
る
よ
う
で
、
申
込
日
の
午

前
中
で
定
員
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

　

新
消
防
庁
舎
を
は
じ
め
に
見
学

し
、
そ
の
あ
と
基
礎
の
救
命
講
習

を
受
講
し
ま
し
た
。

　

学
級
生
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な
面

も
ち
で
消
防
職
員
の
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
田
辺
市
の
南
方
熊
楠
顕
彰

館
を
訪
問
し
ま
し
た
。
初
め
て
訪

れ
た
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

ガ
ラ
ス
張
り
の
立
派
な
建
物
顕

彰
館
が
あ
り
、
そ
の
隣
に
南
方
邸

が
あ
り
ま
し
た
。

　

偉
大
な
南
方
熊
楠
の
偉
業
を
知

る
良
い
機
会
と
な
り
、
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
21
回
白
浜
町
美
術
家
協
会
展

さ
ざ
な
み
学
級

～
白
浜
町
新
消
防
庁
舎
、
南
方
熊
楠
顕
彰
館
視
察
～
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

 

白
浜
町
営
日
置
プ
ー
ル

 　
　
　
　

監
視
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
の
募
集

　

白
浜
町
教
育
委
員
会
で
は
、

　
　
　
　
　

町
営
日
置
プ
ー
ル
の
監
視
員
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
記
の
要
項
に
て
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

２
人

◆
業
務
内
容

　

遊
泳
者
の
監
視
お
よ
び
プ
ー
ル

内
外
の
清
掃
等

◆
対
象

　

白
浜
町
在
住
で
、
18
歳
以
上
の

体
力
と
水
泳
に
自
信
の
あ
る
方

◆
期
間

　

７
月
21
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　

８
月
31
日
（
火
）

◆
勤
務
時
間

　

午
後
１
時
～
５
時

◆
賃
金
（
日
額
）

　

３
，
０
５
０
円

◆
通
勤
費

　

自
宅
か
ら
日
置
プ
ー
ル
ま
で
、

２
km
以
上
の
方
に
支
給

◆
締
切
日

　

７
月
２
日
（
金
）

◆
申
込
方
法

①
申
込
書
を
日
置
川
教
育
事
務
所

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
事
務
所
に
置
い
て
い

ま
す
。

②
後
日
、
面
接
等
を
行
い
ま
す
。

③
採
用
者
に
は
普
通
救
命
講
習
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
置

川
教
育
事
務
所
（
☎
５
２
ー

２
６
６
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

拠
点
公
民
館
の
各
分
館

　

今
年
度
も
活
動
開
始
!!

　

白
浜
町
各
地
域
に
お
い
て
、
生

涯
学
習
活
動
を
展
開
し
て
い
る
公

民
館
各
分
館
の
平
成
22
年
度
の
取

り
組
み
が
、
中
央
公
民
館
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

日
置
川
地
域
で
は
、日
置
、三
舞
、

川
添
地
区
の
三
つ
の
分
館
が
社
会

見
学
や
ペ
タ
ン
ク
大
会
と
い
っ
た

分
館
独
自
の
取
り
組
み
や
、
わ
が

町
探
訪
、
お
茶
の
里
マ
ラ
ソ
ン
の

よ
う
な
地
域
色
を
生
か
し
た
行
事

を
開
催
予
定
で
、
他
に
は
小
中
学

校
と
連
携
し
て
児
童
生
徒
と
高
齢

者
等
の
世
代
間
交
流
を
目
的
と
す

る
学
社
融
合
事
業
等
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●無縁者之慰霊碑建立

　白浜町共同墓地において、
無縁者之慰霊碑の除幕式を
行いました。

●白浜町消防団退団式

　消防本部において白浜町消防団退団式が開催され、
長年にわたる消防団活動に敬意を表し、水本町長より
感謝状が授与されました。
日置川１分団小

こ

山
やま

洋
ひろ

治
はる

分団長（44 年 3 カ月）、
白浜１分団中

なか

野
の

勝
かつ

美
み

分団長（43 年 3 カ月）他１１名

▲三舞分館　会議の様子
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じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　じめじめした日が続きます。

　こんな時こそ、図書館にどうぞ。外は雨

でも本の世界は別です。

　“わくわくどきどき”する時間を過ごしにみんなで来

ませんか。きっと、心の栄養になります。
楽しかったね 「こどもの日」 ！

＝平成２２年度 教科書展示会＝

下記の日程・２会場で教科書（全科目）の展示をし
ます。またとない機会ですので、ぜひお越しください。
　①白浜町立図書館（本館）
　　６／１８（金）～７/ ８（木）
　　午前１０時～午後５時まで
　　（ただし、月・火曜日、第４金曜日はお休み）
　②日置川拠点公民館
　　６／１８（金）～７／７（木）
　　午前９時～午後５時まで
　　（ただし、土・日曜日はお休み）

☆巡回図書
　６月２日（水）北富田小学校
☆おはなし玉手箱
　６月５日・１２日・１９日・２６日　
　（６／１２は富田分室だけです。）
　本館・富田分室　午前１１時～
☆しらはま子どもの本の会例会
　６月１７日（木）　　午前１０時から　 本  館
　　テキスト　“ 柏葉　幸子 ” の本
　＊テキストは本館においてあります。

６月の行事

蔵書点検

　図書の整理のため下記の日程で “ 蔵書点検 ” を行いま
す。蔵書点検期間中は休館になりますので開室している
分室をご利用くださいますようよろしくお願いします。

（“ おはなし玉手箱 ” もお休みです。）
◎本　館　６月９日（水）～６月１３日（日）

　児童館福祉週間にちなみ、５月５日「子どもの日だよ！

みんな集まれ！」を開催しました。

　当日は天候にも恵まれ、約５００人の親子のみなさん

が来館し、たいへんにぎわいました。

　今年の新コーナー「こい

のぼりをつくろう」では、

牛乳パックや折り紙などを

使って自分オリジナルのこ

いのぼりを作りました。子

どもたちはもちろん、お父

さん、お母さんたちも夢中になって、こいのぼりづくり

を楽しんでいました。

　ほかにも、消防本部からはしご車の展示、マジックバ

ルーン、カプラのコーナーなどがあり、子どもたちに大

人気でした。

　また、帰りには、参加してくれた子どもの皆さんに、か

しわ餅のお土産があり、楽しいひとときをすごしました。

 
　　児童館前広場に設置していた“こいのぼり”は連
　日人気で、期間中たくさんの子どもたちでにぎわい

　ました。

しらとり保育園児が遊びに来てくれました！！
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

【白浜町富田　在住】

 湯
ゆ

川
かわ

　惣
そう

一
いち

郎
ろう

 くん　　（平成１９年７月１４日生）

　　　　　 詩
し

織
おり

 ちゃん　      （平成２１年３月１８日生）

 

　　　　　（パパ・ママ メッセージ）

　　　２人仲良く、元気に育ってね

　　
　　　　　　　　　　父　和

かず

幸
ゆき

さん・母　寛
ひろ

子
こ

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

わがやのスター

か
ら
す
う
り
俳
句
会

　

山
門
へ
い
ざ
な
ふ
毬
の
七
変
化　
　
　
　

祥さ
ち

子こ

　

子
と
上
げ
し
遠
き
思
ひ
で
鯉
幟　
　
　
　

喜き

代み

子こ

　

五
臓
六
腑
清
め
ら
れ
た
る
木
の
芽
和　
　

き
み
子

　

淡
き
日
を
握
り
て
出
で
し
蕨

わ
ら
び

摘
む　
　
　

幸さ
ち

子こ

　

桜
し
べ
降
る
立
杭
の
陶す

え

の
郷さ

と　
　
　
　
　

尹い

久く

子こ

　

水
音
に
目
覚
む
る
郷さ

と

や
青
山
椒　
　
　
　

捷か
つ

子こ

　

伊
勢
と
紀
伊
間は

ざ
まの

川
や
花
の
旅　
　
　
　

江え

津つ

子こ

　

人
馴
れ
の
鹿
の
ま
つ
わ
る
芽
吹
山　
　
　

鈴す
ず

枝え

　

い
づ
こ
よ
り
風
に
抱
か
れ
て
散
り
桜　
　

弘ひ
ろ

子こ

安
居
俳
句
会

　

月
見
草
咲
け
る
小こ

径み
ち

を
急
ぎ
け
り　
　
　

金き
ん

次じ

郎ろ
う

　

囀
さ
え
ず
りの

庭
に
乾
き
し
も
ん
ぺ
か
な　
　
　
　

み
き
ゑ

　

医
通
い
の
途
中
一
服
花
は
葉
に　
　
　
　

琴こ
と

柱じ

　

黙
黙
と
山
菜
摘
め
ば
ほ
と
と
ぎ
す　
　
　

勢せ

津つ

　

百
姓
の
遅
き
夕ゆ

う

餉げ

や
初
蛙　
　
　
　
　
　

久ひ
さ

枝え

　

明
け
易
し
庭
の
小
鳥
に
目
覚
め
た
り　
　

汐し
お

美み

市
鹿
野
若
草
会

　

蒲た
ん

公ぽ

英ぽ

の
枯
る
ま
で
待
と
う
神
の
庭　
　

桂け
い

子こ

　

ゆ
る
や
か
な
坂
登
り
行
き
初
音
聞
く　
　

貞さ
だ

美み

　

猫
柳
揺
れ
る
過
疎
地
の
一
軒
家　
　
　
　

く
す

　

乾
杯
の
声
高
ら
か
に
木
の
芽
和
え　
　
　

昭あ
き

代よ

　

谷
の
間
に
蝶
に
紛ま

ぞ

へ
る
著し

ゃ

我が

の
花　
　
　

サ
ダ
子

　

熊
野
川
渡
る
数
多
の
鯉
の
ぼ
り　
　
　
　

み
ち
子

　

ク
レ
ー
ン
の
腕
に
花
散
る
昼ひ

る

餉げ

か
な　
　

み
き
枝え

　

老
ひ
ひ
と
り
我
が
為
に
こ
そ
雛
飾
る　
　

富ふ

美み

代よ

　

初
音
聞
く
去こ

年ぞ

と
同
じ
き
山
の
小
屋　
　

京
き
ょ
う

子こ

　

新
顔
の
茶
摘
女
畑
を
賑
わ
せ
り　
　
　
　

量か
ず

子こ

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。



広
報
し
ら
は
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６
月
号
№ 52

■
編
集
・
発
行

　

白
浜
町 

総
務
課　

☎
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５
（
代
）

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地 http://www.town.shirahama.wakayama.jp

白浜町スポーツ奨励賞
　～今後の活躍に期待～

　４月２４日、平成２１年度白浜町スポーツ奨励
賞表彰式が町立児童館で開催されました。この賞
は、スポーツで活躍された町内在住、町内出身の
小学生、中学生、高校生に贈られるものであり、
今年度は３０人が表彰を受けました。

●受賞者の皆さん●（順不同・敬称略）

【日本拳法】江
え

口
ぐち

昌
しょう

吾
ご

（大商大堺２年）　【剣道】井
い

本
もと

司
つかさ

（箕島高３年）　【少林寺拳法】塩
しお

地
じ

莉
り

奈
な

（田
辺高３年）　【カヌー】久

く

世
ぜ

梓
あず

生
み

（神島高３年）　【柔道】宇
う

井
い

保
やす

輔
ほ

（熊野高３年）・船
ふな

渡
と

裕
ゆう

太
た

郎
ろう

（熊
野高２年）・能

の

城
ぎ

公
こう

一
いち

（熊野高２年）・船
ふな

渡
と

真
しん

平
ぺい

（富田中２年）　【空手道】立
たち

花
ばな

里
り

緒
お

（西富田小５年）・
山
やま

田
だ

悠
ゆう

希
き

（白浜中３年）・小
こ

山
やま

夏
な

奈
な

（熊野高２年）【陸上競技】湯
ゆ

川
かわ

早
さ

陽
よ

（白浜中２年）・高
たか

田
だ

幸
ゆき

朗
お

（熊野高３年）・元
もと

戎
えびす

勇
はや

斗
と

（富田中３年）・嶋
しま

西
にし

結
ゆい

花
か

（富田中２年）・藤
ふじ

本
もと

絢
あや

（富田中２年）・南
みなみ

真
ま

生
い

（富田中２年）・堅
かた

田
た

悠
ゆう

希
き

（富田中１年）　【バレーボール】澤
さわ

井
い

悠
はるか

（富田中２年）・石
いし

谷
たに

美
み

紗
さ

樹
き

（富
田中２年）・玉

たま

置
き

莉
り

奈
な

（富田中２年）・松
まつ

田
だ

華
か

歩
ほ

（富田中２年）・福
ふく

田
だ

望
のぞみ

（富田中１年）・原
はら

樹
じゅ

里
り

（富
田中１年）・石

いし

谷
たに

沙
さ

緒
お

理
り

（富田中１年）・俵
たわら

本
もと

菜
な

々
な

子
こ

（富田中１年）・新
あらた

梨
り

紗
さ

（富田中１年）・堅
かた

田
た

奈
な

緒
お

（富田中１年）・中
なか

村
むら

旬
しゅん

（白浜中３年）・赤
あか

松
まつ

千
ち

聖
さと

（西富田小６年）（上富田バレーボールクラブ）

※所属校（団体）、学年については、平成２１年度のものを記載しています。

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

上う
え
む
ら村　

利と
し

文ふ
み 

氏
（
75
歳
）

　
　
　
　
　
　
【
市
鹿
野
地
区
】

　

昭
和
32
年
２
月
１
日
、
旧
日

置
川
町
消
防
団
に
入
団
以
来
、

42
年
間
、
消
防
団
の
資
質
向
上

に
努
め
ら
れ
、
常
に
地
域
住
民

の
安
寧
を
図
り
、
団
員
の
教
養

と
訓
練
を
通
じ
、
部
下
の
統
率

に
全
力
を
傾
注
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
制
力
に
富
み
、
団
員
か
ら

の
信
望
も
厚
く
、
訓
練
を
通
じ

て
資
質
向
上
を
図
り
、
地
域
住

民
の
信
頼
を
得
る
べ
く
日
夜
努

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
防
活
動
に
お
い
て

も
、
昼
夜
の
別
な
く
そ
の
業
務

に
精
励
し
、
き
め
こ
ま
か
な
手

腕
を
発
揮
さ
れ
る
な
ど
、
42
年

間
の
長
き
に
渡
り
火
災
、
水
防
、

水
難
等
、
幾
多
の
災
害
現
場
を

体
験
し
、
そ
の
都
度
地
域
住
民

の
生
命
、
財
産
の
保
護
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章

（
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
）

寺て
ら

本も
と　

幸ゆ
き

司じ 

氏
（
60
歳
）

　
　
　
　
　
【
椿
地
区
】

　

昭
和
49
年
５
月
に
白
浜
町
消
防
本
部

に
消
防
士
と
し
て
拝
命
さ
れ
て
以
来
、

32
年
11
カ
月
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
防

災
活
動
に
精
励
し
、
職
責
を
十
分
に
認

識
し
、
職
員
相
互
の
融
和
を
は
か
り
、

卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
し
て
職
員
を

指
揮
監
督
し
、
日
夜
を
分
か
た
ぬ
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
安
全
確

保
と
消
防
の
発
展
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
警
防
係
を
担
当
さ
れ
、

そ
の
間
に
は
、
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
救

急
救
助
訓
練
、
資
機
材
の
操
作
訓
練
、

各
種
災
害
を
想
定
し
た
応
用
訓
練
等
、

基
本
の
取
扱
い
の
習
熟
が
現
場
で
の
応

用
活
動
に
結
び
つ
く
と
考
え
、
毎
月
の

業
務
予
定
の
中
で
計
画
を
立
て
て
実
施

し
、
当
務
隊
長
と
し
て
隊
員
の
指
導
に

当
た
り
、
防
御
の
基
本
は
相
手
を
知
る

こ
と
と
、
機
会
を
捉
え
て
旅
館
な
ど
の

対
象
物
の
調
査
に
隊
員
を
率
い
て
出
向

き
、
現
場
で
の
消
防
施
設
の
説
明
な
ど

現
実
に
即
し
た
隊
員
指
導
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

平成２２年春の叙勲を受章されました
　　　　上村利文氏、寺本幸司氏のお二人が平成２２年春の叙勲を受章されました。

　　　　受章されたお二人のますますのご健勝をお祈りします。


